
　
　

I 4 ) X の 速さ を ひ と し て
、

EO M より .
これ より . K の 値域 は
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(2) 円 運動の 周期 は I = t ・

"が-" な の で

は際 三 f i.BE _もれば y
( 3) (2 ) より

、
検出器 の より 近く で

、
d 。 = 元 により 近い 角度 に A が 放出

される と
、
検出 される 運動 エネルギー が 小さく なる こと が 期待 さ れる 。

(3) 運動量 保存則 より
.

0 = mm -3m ひB Ta 式 だ と
. 9に 0 付近 で 全て の X が分裂 し て しまう が

、
T→

エネルギー 保存則 より 。
an - E がひで + I - 3m v5 で あれ ば、 0 < x < L の 範囲 で 分裂 し た A が 検出器に届き

、

上に述べ

i. m = c点に

、 ひが CW
y た条件 を 満たす A の割合 も 大きく なる。

よって
、 T 》 な の 場合 。 、、

I (リア、
涇 イ、 な の ウ、 一 の

I. が ホー ( 1 + E) の 力 、
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(2) 0 0 = 0 の とき 測定 さ れる 運動 エネルギー は

K m (1 + のII + qE ( L - x 。)
= mm? ( ー の

2

+ 2 の +5 )

0 ≤ x 。 ≤ し お 1
. 0 ≤ の ≤ V2 な ので

、 この範囲 で K の 値域 を求める
と
.

でmm? ≤ k ≤ 3mm、
2

0。 = 兀 の とき も 同様 に考える と
. K = mだ しー る - 2 の +5 )

転回 する必要 がある ので
、
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L ≤ x。 ≤ L i.FI < の < E


